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（2017)

南部梅林 （みなべ町）

南部川に沿って広がるなだらかな山の斜面に見渡す限りの梅林が続いて

います。『一目百万本、香り十里』と称される程、名実ともに日本一を誇る南

部梅林です。白く優しい色味が山一面を彩る春を迎えると、毎年大勢の観光

客が訪れ、メジロやウグイスの美しい歌声と共に賑わっています。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

世  界  

 

世界農業遺産認定 、「世界津波の日 」制定、世界遺産 「紀伊山地の

霊場と参詣道」追加登録、世界（ワールド）マスターズゲームズ関西

開催地決定、世界からの観光客（インバウンド客）急増 ...と 2016 年

は、ここ和歌山も世界との関係で、多くのことがありました。これら

はすべて、和歌山に力を与えてくれるような、いい話ばかりで、今後

我々はこのようなチャンスをどう生かして、本当の自分たちの繁栄と

幸せに結びつけていくかが問われています。  

 和歌山県でどんな産業に従事していようとも、今やその産業の世界

における位置取りが常に問われていて、日本だけを考えると安泰と思

っていても、国際競争力がないと苦しくなるし、納入先が国内なので

関係ないと思っている企業もその納入先が国際的な競争の中で影響を

受けたら、その影響は直ちにこちらに響いてきます。でも逆に、世界

は広いですし、日本以上に発展していますから、自らの市場が世界の

中で一挙に拡大することもいくらでもあり得ることです。農林水産業

の世界でも同様です。特に途上国はもちろん、欧米諸国においても、

メイド・イン・ジャパンに対する信奉、特に豪華で美味で安全な日本

の食品、農産物、水産物に対する信奉は著しいものがあるのですから、

このチャンスを生かさない手はありません。  

 私や県庁の職員が業界の人をお誘いして世界中にセールスに飛び回

るのもそういう背景があります。また、これからは世界に通用する人

を育てていかねばなりません。一番いけないのは、外国や外国人とい

うと尻込みをすることです。積極的に対応していれば人は育っていき

ます。さらにそこからもう一段と進めて積極的に世界に通用する若い

人を育てていかないといけません。  

 県庁も、語学の能力もあって世界に飛び出せるような若手をどんど

ん養成してきました。学校教育にも国際化の要素をどんどん取り入れ

ています。アジア・オセアニア高校生フォーラムで世界中の高校生を

呼んで和歌山の高校生と交流をしてもらっているのもその一例です。  

 こうして頑張っていけば世界の中で和歌山がブレークする日が近い

と私は確信しています。    

 

 

1/31 知事室にて 
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今月の和歌山県政トピックス                         

＊ 最近の県政の動きや県内の話題などをピックアップしてお届けします。 
 
●南海トラフ地震からの「事前復興計画」策定に向けた取組がスタート！      
 
 南海トラフ地震は、今後３０年以内に７０％程

度の確率で発生すると予測されています。このこ

とは、ご承知の方も多いと思います。 
発生すれば、極めて甚大な被害が想定されます

が、本県では、一人の犠牲者も出さない「災害に

よる犠牲者ゼロ」を実現するための防災・減災対

策を最優先で実行しています。 
人命救助が終われば、次に早期復旧です。これ

についても、紀伊半島大水害の経験から、あらか

じめ災害時緊急機動支援隊や災害廃棄物処理支援要員、住家被害認定などのチームを編成

していて、早期の被災市町村支援のための体制を整えています。 
そして、復興です。過去の大災害の事例から、急いで復興しないと被災地の人々の立ち

上がろうという気持ちが萎えてきてしまい、地域活力が失われてしまいます。また、現実

に起こってから考えて住民の合意を得ようとしても、なかなかうまく進まないことも考え

られます。揉めることもあるかもしれません。それでは時間だけが無駄に経ってしまい、

復興が遅れてしまいます。 
そこで、東日本大震災の事象から、いろんな問

題点や復興の手段などについて、現実にどういう

点に気をつけたらよいのか、また、どんな風にや

っていったらいいのかを市町村の皆さんとも一緒

になって検討し、市町村の「事前復興計画」策定

の指針となる統一手法のマニュアルを作ることに

しました。 
全国の自治体では、すでに事前復興計画を策定

している事例はありますが、市町村とともに県が中心となって取り組むのは全国初です。 
１月１９日、第１回目となる研究会を開催し、研究会の委員や市町村長等をはじめ約１

００名の参加のもと、意見や助言をいただきました。 
委員には、都市計画や防災などの専門家や、東日本大震災からの復興に精通された実務

家の方々に就任いただくとともに、オブザーバーとして復興庁、農林水産省や国土交通省

からも出席いただきました。 
 今後、この研究会で検討を重ね、平成２９年度中に策定したいと思っています。 
 
 

挨拶をする仁坂知事 

1/19 県庁「災害対策本部室」にて 
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                       今月の和歌山県政トピックス  

 

●平成３３年度 第３６回国民文化祭の開催地に内定！             
 
 国内最大の文化の祭典である「国民文化祭」が、

平成３３年度に本県で初めて開催されることが

内定し、１月１７日、文化庁において、宮田亮平

文化庁長官から仁坂知事に内定書が交付されま

した。 
国民文化祭は、昭和６１年から毎年度開催され

ていて「文化の国体（国民体育大会）」と言われ

ています。 
文化活動を行っているさまざまな団体が全国

規模で発表、競演、交流することで、文化活動へ

の参加意欲と新たな芸能・文化の創造を促します。また、地域固有の文化を全国発信する

ことで、地域の活性化・発展にも繋がります。 
 本県では、国体の時のように全県挙げて盛り上げていこうと、開催に向けての第一歩と

して、わかやま文化芸術協議会を設立するとともに、広く県民の方々にも知っていただく

ために、３月１８日には国民文化祭キックオフイベントを開催することにしました。 
実は、開催年の平成３３年の夏には、「第４５回全国高等学校総合文化祭」が開催され

ることが既に決定しています。そして、秋には今回内定した「国民文化祭・わかやま２０

２１（仮称）」と「第２１回全国障害者芸術・文化祭」の開催となります。 
こうした文化祭が同じ年に開催されるのは、全国で初めてです。 
奇しくも、２０１５年の、全国高等学校総合体育大会、国民体育大会、全国障害者スポ

ーツ大会と同じです。 
和歌山県中がみんなで盛り上がった国体と同じように、２０２１年は文化で盛り上がり

たいと思っています。 
 
国民文化祭キックオフイベント 
（１）日 時 平成２９年３月１８日（土）１３：３０～１６：００（予定） 
（２）場 所 和歌山県民文化会館大ホール 
（３）内 容 ◆基調講演／文化庁文化部長 内丸幸喜 
      ◆文化団体オンステージ／県内文化団体による歌や踊りのステージを披露 

出演団体：和歌山県民謡連合会、和歌山児童合唱団、HOMIES 
 

 

 

1/17 内定書交付式にて 
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今月の和歌山県政トピックス                         

 

●初開催！！和歌山県の人と自然をつなぐシンポジウム             
 
 本県は、緑豊かな山々、清らかな川、変化に富んだ海岸線、

そこに育まれた多種多様な生態系といった、豊かな自然環境が

形成され、私たちはこれらから有形無形の恵みを享受し暮らし

てきました。 
しかし近年、過疎化、少子高齢化の進展による地域の荒廃や、

都市近郊での開発による里地里山の減少などにより、生態系は

もちろん、私たちの生活にも影響が及んでいます。 
このような中、県では生物多様性を持続可能なかたちで維持

していくため、平成２８年３月に「生物多様性和歌山戦略」を

策定し、諸施策を進めています。 
 この施策の１つとして、人と自然の共生のあり方

や、生物多様性維持の重要性を、県民の皆さんに広

く知っていただくため、１月９日、和歌山県民文化

会館（和歌山市）で「和歌山県の人と自然をつなぐ

シンポジウム」を開催し、３００名もの方々に参加

をいただきました。 
シンポジウムでは、先ずテーマ講演として、植物

学の第一人者である岩槻邦男東京大学名誉教授から

「生物多様性のいまを語る」と題し、お話しをいた

だきました。講演の後、地元の中学生から岩槻名誉

教授への質問コーナーもあり、中学生の視点からの

興味深い質問が数多く出され、大いに盛り上がりま

した。 
 続いて、和歌山県立向陽中学校の理科部の皆さん

から「孟子不動谷生物多様性活性化プロジェクト」

についての報告があり、日頃から熱心に続けている

観察や研究の成果が発表されました。また、大浦由美和歌山大学観光学部教授やネイチャ

ーフォトグラファーの内山りゅうさんなどによる、自然と人のつながりについてのトーク

セッションも行われました。最後に、本県出身で「生物多様性和歌山戦略」の策定にも関

わられた、武内和彦東京大学国際高等研究所教授から、今後に向けてのコメントをいただ

き、大変内容の濃い有意義なシンポジウムとなりました。 
 県では、今後も毎年同様のシンポジウムを開催し、引き続き人と自然の良好な関係につ

いて考えていきます。 
 

講演をする岩槻邦男氏 

パネルディスカッションの様子 
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事業者名 主な出展商品

株式会社生産者直売のれん会 紀州シトラスハイボール

まんぷくﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ　株式会社 紀州うめどりの唐揚げ

平和酒造　株式会社 日本酒・ビール

有田川町観光協会 みかんジュース、山椒

北畑商店 寿司（笹、鯖、さんま）

株式会社　雑治商店 紀の国みかんどりからあげ

紀州農業協同組合 tomato-ume

紀北川上農業協同組合 スカッと柿酢、あんぽ柿

株式会社　福菱 かげろう、柚もなか

株式会社　伊藤農園 100％ﾋﾟｭｱｼﾞｭｰｽみかんしぼり

森庄商店 ふるさとの梅ぼし

株式会社　酒のかまくら 梅酒・みかん酒

                       今月の和歌山県政トピックス  

 

●ふるさと祭り東京２０１７に「わかやま紀州館」が出展！           

 
県では、首都圏の方を中心に和歌山の“食”をＰＲし

販売促進につなげようと、１月８日（日）～１５日（日）

の９日間、日本の“まつり”と“食”が集う、東京ドー

ム・ふるさと祭り東京２０１７（ふるさと祭り東京実行

委員会主催）に「わかやま紀州館」を出展しました。 
このイベントは９回目の開催で、本県は８回連続の出

展となります。 
今回は、居酒屋ゾーン（実演販売）とお土産ゾーンのコンセプトのもと、会場内で飲食

できる県産品の販売を充実させ、お酒、梅干し、果実加工品など、自慢の逸品を販売・Ｐ

Ｒしました。また、紀の国みかんどりを使った唐揚げや紀州シトラスハイボールが、初登

場しました。 
また、開催期間中、わかやま紀州館ブースに訪れた

方々におみくじ抽選の参加券が付いたチラシを配布し、

当選された方には、ブース内の商品をプレゼントしまし

た。さらに、ふるさとステージでは、「おいしい、健康

わかやま」をテーマに、クイズ形式のステージイベント

を行い、県産品をＰＲしました。 
そのほか、世界農業遺産「みなべ・田辺の梅システム」

をＰＲするジオラマの展示も行うなど、９日間で４０万人以上が来場する中、｢わかやま紀

州館｣は人波が絶えず、通路にも人があふれる大盛況で、多くの方々の熱気に包まれていま

した。 

県産品は、以下のホームページから購入いただくことができます。                          

○ふるさと和歌山わいわい市場ヤフーショッピング店 
http://store.shopping.yahoo.co.jp/waiwai071700/ 

 
 
 
  

《出展事業者一覧》 

会場の様子 

賑わいを見せる紀州館ブース 

盛り上がったステージ 
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今月の和歌山県政トピックス                         

 
●移住担当職員「ワンストップパーソン」県内全市町村に配置！               

 
 本県では、平成１８年度から、市町村や民間団体（企業等）と連携して、移住促進によ

る地域の活性化に取り組んでいます。 
 これまで、過疎市町村を中心に移住担当職員「ワンストップパーソン」をおき、移住希

望者のくらしやしごと、住まいなど、様々な相談に対応し、また地域案内や空き家紹介な

どを行ってきました。  
そして、このたび和歌山市など９市町にも配置されたことで、県内全市町村が網羅され

ました。 
また、「ワンストップパーソン」と、地域住民で組織された移住者の「受入協議会」の

両方を設置し、いわゆる「和歌山方式」により移住者を受け入れる「移住推進市町村」に

ついても、従来あった１８市町村に、新たに海南市、紀の川市、みなべ町の３市町が加わ

りました。 
この「移住推進市町村」では、両者が協働することにより、移住希望者が実際に移住す

るまでの支援から移住後のサポートまで手厚くフォローしています。 
 これからも、県と市町村が一体となり、移住の相談や情報発信を行い移住推進に取り組

みます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

〔参考〕 

（移住推進市町村への移住実績） 

H28 年度（12 月末時点）６９世帯１１６人 

H18 年度からの累計  ６９１世帯１，２５７人 

（移住世帯主の年代）  

①３０代（31.1％）、②６０代以上（24.2％）、 

③４０代（16.4％）、④５０代（14.9％）、 

⑤２０代以下（13.5%） 

 

和歌山市

岩出市
紀の川市

橋本市

九度山町

高野町

紀美野町海南市

有田市

由良町

日高町

御坊市

美浜町
印南町 みなべ町

田辺市

上富田町

すさみ町

串本町

太地町

北山村

新宮市

那智勝浦町白浜町

広川町

有田川町

日高川町

古座川町

湯浅町

かつらぎ町
移住推進市町村（ワンストップ＋協議会）

ワンストップパーソン設置市町村

（和歌山市・橋本市・有田市・御坊市・岩出市・美
浜町・日高町・上富田町・太地町）
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                       今月の和歌山県政トピックス  

 

●「企業の森」シンポジウムｉｎＯＳＡＫＡ を開催しました！               

 
 平成１４年から全国に先駆けて取組を行ってきた「企業の森」事業が、１５年を迎えま

した。 
 この事業は、企業の社会・環境貢献活動と森林保全活動をマッチさせた活動です。 
今日までに７５の企業や団体が、県内の８２か所

約２７０ｈａに及ぶ森林で、植栽や下刈り、間伐な

どの保全活動を展開しています。また、地域住民と

の交流も積極的に行われています。 
 今回、事業の趣旨や制度、これまでの活動成果等

を広く知ってもらい、今後さらに多くの企業の方々

の参画につなげようと、「企業の森」シンポジウム

を１月１８日にリーガロイヤルＮＣＢ（大阪市北区）

で開催しました。 
シンポジウムでは、仁坂知事から事業に関する説明

と参画への呼びかけを行いました。また、実際に参

画され活動していただいている企業・団体を代表し

て、パナソニック株式会社エコソリューションズ社

の伊藤和彦専務から活動内容などについて、続いて

活動をサポートしている龍神村森林組合長、活動地

の田辺市長に、それぞれのお立場からお話をいただ

きました。 
 翌日の１月１９日には現地視察を行い、田辺市所在の「企業の森」活動地をご覧いただ

きました。 
今回のシンポジウムをきっかけとして、多くの企業・団体の方々に参画していただくよ

う、引き続き積極的に働きかけを行っていきます。 
 

●和歌山県・徳島県・堺市 共同でシンポジウム「国土の強靱化と交通インフラ」を開催！           

 
 日本の国土軸は、現在、東京から東海道、山陽道を経由するルートのみです。全てがこ

こに集中していると何か起こったときに、日本の動脈がガタガタになります。 
そうしたことにならないようにするためには別の代替ルートが必要であり、新幹線ならば

四国新幹線、さらには、同様のルートを経由する高速道路も必要と考えます。 
 四国新幹線については、旧運輸省（国土交通省）が昭和４８年に基本計画に盛り込んだ

ものですが、景気の低迷に伴い公共工事が縮小されるとともに議論が下火となっていきま

した。大阪市を起点に、徳島、高松、松山の各市付近を経由し、大分市に至るルートです。 

熱心に耳を傾ける参加者 

事業の趣旨について説明 
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今月の和歌山県政トピックス                         

 
 ただし、徳島から大阪に繋がるコースについては

決められておらず、そこを淡路島から友ヶ島という

紀淡海峡を経由し和歌山に渡れば、本県は様々なメ

リットが得られます。 
平成２５年９月に仁坂知事が会長となり、「関空・

紀淡・四国高速交通インフラ期成協議会」（大阪府

や徳島県など１０府県で構成）を設立し、東京や大

阪などで関西国際空港への超高速鉄道、四国新幹線、紀淡海峡ルートの早期実現に向け機

運醸成を図るためのシンポジウムをこれまでも開催してきました。 
そしてこの度、和歌山県・徳島県・堺市が共同で、シンポジウム『国土の強靱化と交通

インフラ ～新たな国土軸の創造、紀淡海峡ルート、四国新幹線を考える～』を、１月３

０日にサンスクエア堺サンスクエアホール（大阪府堺市）において開催しました。 
当日は約４１０名の参加があり、紀淡海峡ルートや広域交通インフラ整備への関心の高

さがうかがえました。 
『関空新幹線と紀淡海峡ルートの早期実現を』と題した基調講演では、内閣官房参与・

京都大学大学院工学研究科教授の藤井聡氏が、「インフラ整備を積極的に進めた方が地方、

そして国の発展につながる。大阪都心から関西国際空港、紀淡海峡を経て四国に至る新幹

線の整備を進めるべきだ。」と講演されました。 
続いて、パネルディスカッションでは、藤井氏がコーディネーターとなって、『関西の

未来をつなぐ広域交通インフラの整備』をテーマに、関西エアポート株式会社代表取締役

社長の山谷佳之氏、徳島県知事の飯泉嘉門氏、堺市長の竹山修身氏と仁坂知事の４人のパ

ネリストが、関西・四国各地域の交通インフラの現状や今後について様々な意見を交わし

ました。 
県としては、関係する自治体や経済団体等と協力しながら、引き続き、高速交通インフ

ラの整備や新たな国土軸の必要性を強く国に訴え、実現に向けて取り組んでまいります。 
 
●小冊子『先人たちが残してくれた｢災害の記憶｣を未来に伝えるⅢ』の配布           

 
 和歌山県立博物館では、平成２３年９月の紀伊半島大水害の教訓

から、災害時に文化財のレスキューが必要であることを広く一般の

方々に知ってもらう取組や、地域に残る「災害の記憶」を伝える記

念碑や古文書などの調査を行い、その成果の報告をフォーラムや現

地学習会を開催して行ってきました。 
 そして、平成２６年度からは、文化庁の文化芸術振興費補助金を

得て、和歌山県教育庁文化遺産課・和歌山県立文書館と連携し、県 

重要性・必要性について説明 
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内外の歴史研究者や地域住民の方々、市町村教育委員会の協力のもと、地域に眠る「災害

の記憶」と文化遺産を発掘・共有・継承する 
事業（全体事業名「和歌山県の核となる新時代の博物館づくり事

業」）に取り組んできました。この事業の調査成果を多くの方々に

知っていただくため、毎年、小冊子を作成しています。 
このたび、３冊目となる小冊子「先人たちが残してくれた「災害

の記憶」を未来に伝えるⅢ」を作成しました。 
由良町と印南町での調査成果を紹介する内容で、対象地域の２町

の住民の方には、無料で全戸配布します。また、博物館にご来館さ

れ、ご希望いただいた方にも無料で提供します。 
併せて、印南町と由良町で現地学習会「歴史から学ぶ防災２０１６」を行う予定です。 

 これから起こりうる災害に対して、県民の皆さんが自らの生命と財産（文化財を含む）

を守っていく活動に繋げていただけるよう、今後も本事業を継続してまいります。 
なおこの小冊子は、これまで２冊発行されていますが、Ⅰは「御坊市・美浜町・日高川

町・那智勝浦町」、Ⅱは「すさみ町・串本町・太地町」について記載しています。 
それぞれの冊子の内容については、和歌山県立博物館のホームページからダウンロード

することができますので、ぜひご覧ください。 
博物館アドレス：http://www.hakubutu.wakayama-c.ed.jp/ 
 
 
 
 
 
 
 

                                    

 
●世界農業遺産「みなべ・田辺の梅システム」ロゴマークが決定               

 
皆様ご存じのとおり、｢みなべ・田辺の梅システ

ム｣が、一昨年の１２月に「世界農業遺産」に認定

されました。 
世界農業遺産（GIAHS：ジアス Globally Important 
Agricultural Heritage Systems）は、社会や環境に適

応しながら何世代にもわたり発達し、形づくられ

てきた農業上の土地利用、伝統的な農業とそれに 

安政南海地震津波の記憶 かめや板壁書き置き （印南町教育委員会蔵） 



 - 10 - 

今月の和歌山県政トピックス                         

 
関わって育まれた文化、景観、生物多様性に富んだ世界的に重要な地域を次世代へ継承す

ることを目的に、国連食糧農業機関（ＦＡＯ）が２００２年から開始したプログラムです。 
 認定後、世界農業遺産「みなべ・田辺の梅システム」を広く知ってもらうため、県と地

域が一体となって様々な取組をしてきましたが、このたび、統一的なＰＲ活動を実施する

ためロゴマークを定めました。 
ロゴマークは、梅の実と花、ミツバチを組合せ、デザインしたものとなっています。３

本の波は、上から順にグリーンは薪炭林の山を、ブラックは製炭を、ブルーは川を意味し、

流れ広がるイメージで世界農業遺産「みなべ・田辺の梅システム」の振興・発展をシンボ

ライズしています。 
今後は、パンフレット、ホームページ等の広報物や、みなべ・田辺地域で生産されてい 

る農林水産物、土産品、加工品に使用し、「みなべ・田辺の梅システム」の認知度向上を

図り、さらなる梅の販路拡大や観光客誘致につなげてまいります。 
 

※ロゴマークの使用については、事前の申請・承認が必要となります。 
詳細は、下記のリンク先をご覧下さい。 https://www.giahs-minabetanabe.jp/topic/837/ 
申請は、みなべ町うめ課、田辺市梅振興室、和歌山県農林水産総務課で受付しています。 

 
平成２９年近畿連合和歌山県人会「新年互礼会」が開催されました               

 
 １月２２日、「平成２９年近畿連合和歌山県人会新年

互礼会」が、ホテルアゴーラリージェンシー堺（大阪府

堺市）において、京都・大阪・神戸・堺の県人会会員な

ど約１００名出席のもと、盛大に開催されました。 
 今回の幹事を務められた堺和歌山県人会からは、欠席

の亀谷会長に代わり会計監査の曽根政美氏が挨拶され、

「これからも、ふるさと和歌山に誇りを持ち、どんどん

アピールしていきたい」と述べられました。 
 会場内には、田辺市による物産紹介コーナーが設けられ、梅酒が振る舞われるなど和や

かな互礼会となりました。 

 

  

挨拶をする曽根政美氏 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

昨年９月から、より簡単な手続で御

寄附いただけるよう、ふるさと納税総

合サイト「ふるさとチョイス」

（http://www.furusato-tax.jp/）か

らも寄附の申込みが行えるようにな

っています。 

クレジットカードによる寄附の場

合は、申込みとカード決済の手続が

「ふるさとチョイス」のサイト上

で同時に行えます。 

また、１万円以上の御寄附をい

ただいた方には、お礼の品として、

次ページ以降に掲載しています３

８品目の中から２品をお選びいた

だき、お送りしています。 

これらは、プレミア和歌山の事

業者から特別価格で御提供いただ

いた梅干しや菓子類、飲料など選

りすぐりの商品となっており、中

には、市場価格が５千円を超える

ものもあります。例えば、１万円

の御寄附をいただいた場合、２品

で１万円を超える商品を選ぶこと

ができますので、大変お得にふる

さと和歌山を味わっていただけま

す。 

なお、御寄附をいただいた場合

の寄附金控除は、所得税については平成２９年の税額から、住民税については平成３０年

の税額からの控除となります。 

お礼の品は、年度内（４月から翌年３月）にお一人様１回限りとなっています。本年度

御寄附されていない方は、是非この機会に、ふるさと和歌山応援寄附により、和歌山県が

誇る優良産品（プレミア和歌山)を御堪能いただきますとともに、引き続き和歌山県を応援

してくださいますよう、よろしくお願いいたします。  

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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お礼の品一覧 
 

２品お選びいただけます！ 
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－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
★お問い合わせ・申込窓口★ ☆お問い合わせ窓口☆ 
〒640-8585 〒102-0093 
 和歌山市小松原通一丁目１番地 東京都千代田区平河町2-6-3 

総務部総務管理局税務課 都道府県会館12階 
担当 西岡、嶋村、岡田 和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通) 担当 宮脇 
FAX  073-423-1192 電話 03-5212-9057 

E-mail:furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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 イベント情報(２月１１日～３月１０日) 

 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

2/11 久野原の御田舞 有田川町・久野原岩倉神社

境内 
有田川町教育委員会 

0737-52-2111 

2/11 水門祭 串本町・水門神社 串本町観光協会 

0735-62-3171 

2/15 

～3/15 
紀州海南ひなめぐり 海南市・ 

海南駅前商店街ほか 
同実行委員会 

080-3840-0740 

2/19 
市町村対抗ジュニア 

駅伝競走大会 和歌山市内 県スポーツ課 

073-441-3695  

2/19 南の国の雪まつり 那智勝浦町・役場前 南紀くろしお商工会 

0735-52-1089 

/ 粥占い神事 田辺市・伊作田稲荷神社 田辺観光協会 

0739-26-9929  

3/3 雛流し 和歌山市・淡島神社 淡島神社 

073-459-0043 

3/3 紀の川流し雛 紀の川市・粉河寺 粉河ふるさとセンター 

0736-73-3312 

3/4 加太の桜鯛祭り 和歌山市・ 
加太おさかな創庫 

加太観光協会 

073-459-0003 

3/5 高野の火まつり 高野町・金剛峯寺前 (一社)高野山宿坊協会 

0736-56-2616 

/ 大漁マグロ祭り 和歌山市・黒潮市場 黒潮市場 

073-448-0008 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紀州海南ひなめぐり 

まちなかに雛人形を飾り、観光客にま

ち歩きを楽しんでもらうイベント。JR 海

南駅、海南駅前商店街、黒江川端通りを

中心に、この１か月間、海南はお雛さま

が町中に飾られます。 
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自然・風物情報(２月中旬～３月上旬) 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

2 月中旬 梅林満開 

みなべ町・ 

南部梅林、岩代大梅林 

みなべ観光協会 

0739-74-8787 

田辺市・紀州田辺梅林 
紀州田辺観梅協会 

0739-26-5300 

2 月下旬 ハウス栽培のモモ開花 紀の川市・桃山町 あら川の桃振興協議会 

0736-66-1259 

3 月上旬 シロウオ漁はじまる 湯浅町・広川河口 湯浅町観光協会 

0737-63-2525 

3 月上旬 あまご漁解禁 
田辺市・熊野川 熊野川漁協 

0735-21-4193 

古座川町・古座川 古座川漁協 

0735-72-3800 

3 月上旬 こも外し 和歌山市・和歌山城公園 和歌山整備企画課 

073-435-1044 

3 月上旬 イチゴ狩り開園 
紀の川市・貴志川町 貴志川観光いちご狩り協会 

0737-64-7212 

かつらぎ町 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

3 月上旬 ツバキ見ごろ 紀の川市・ 
桃源郷運動公園 

紀の川市観光協会 

0736-73-3311 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

シロウオ漁（湯浅町）  
毎年春先の二月中旬から三月下旬にか

けて産卵のため広川に遡上（そじょう）し

てきたシロウオを、四つ手網といわれる特

殊な網で掬（すく）い取る漁法が行われて

おり、紀州湯浅の春を告げる風物詩となっ

ています。  
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～編集後記～ 

 

寒い日が続いていますが、皆様、お元気にお過ごしでしょうか。 

先月後半から、寒波が押し寄せ全国で大雪となりました。和歌山も例外ではなく、滅

多に見られない雪景色となりました。雪に慣れない和歌山では、少しの雪で交通網が混

乱するなど大変でした。皆さんがお住まいの地域はいかがでしたでしょうか。 

 

この時期、インフルエンザが流行りますが、今年は全国的に猛威をふるっています。

本県でも、１医療機関あたりの１週間の平均患者数が１月２３日から１月２９日の 1 週

間で「２８．１６人」となり、注意報基準値である「１０人」を超え、警報レベルに達

する勢いです。県内の学校では、学校閉鎖となったところもあります。また、一度かか

ったらその年はかからないと思っていましたが、同じ型でも二度かっかた人もいるとの

ことです。予防するには、①外から帰ったら手洗いうがいをする、②食事をバランス良

くとる、③休養・睡眠を十分にとるなど普段から体調を整える、④加湿器などで適切な

湿度を保つ、といったことが大事です。皆さんも、ぜひ実践してください。 

 

さて、トピックスでも触れましたが、本県で平成３３年に「国民文化祭」が開催され

ることになりました。本県では、今年開催される「国際・全日本マスターズ陸上競技選

手権大会」を皮切りに、「ねんりんピック」など大きなスポーツ大会が続き、平成３３年

には「関西ワールドマスターズゲームズ２０２１」も開催します。 

これから、スポーツや文化の大きなイベントがひっきりなしに続きます。 

ふるさと和歌山は、今後ますます盛り上がっていきますので、ご期待ください。 

 

春はまだ少し遠く、寒い日が続きますが、くれぐれも体調にお気をつけいただき、暖

かくしてお過ごしください。 

 

  知事室秘書課長  中村 一人 
 

 

 
 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 
 

  和 歌 山 県 の ホ ー ム ペ ー ジ    http://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐ://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/furusato/   

                   2017 年（平成 29 年）２月 NO.１０６ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 

     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 

                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


